
SPA-02シンプルアジャスト取扱説明書

警 告

注 意

特 徴

シンプルアジャスト構造

長さ調整の目安

駒を外す方法

駒をつなぐ方法

この度、お買い上げ頂きましてありがとうございます。
“シンプルアジャスト”は、お客様ご自身で簡単にバンドの長さ調整ができる構造になっています。
ご使用の前にこの取扱説明書をよくお読みの上、正しくお使いくださいますようお願い申し上げ 
ます。ただし、難しい場合はご購入店に調整をご依頼ください。

バンド部品のお取扱いについて
• �バンドの調整時や調整後、外したピン、バネ、バンド駒は小さく、幼児が飲み込まないために、手の

届かないところに保管してください。
• �万一、飲み込んだ場合は、直ちに医師に相談して治療を受けてください。

• �バンドの長さ調整時は、ピンやゼムクリップなどで手を傷つけないようにご注意ください。

外穴 刻印されている矢印マーク（ ）は、長さ調整の際、ピンを
押し出す方向を示しています。

バンド駒

バンド駒内部

[�駒の両側に�
穴があるタイプ]

コイルばね

ピン

駒の両側に穴があるバンドの場合は、矢印に近い方のピンを調整ください。逆側の 
ピンは抜かないでください。

バンドの長さは、指1本入aる くらいを目安に
してください。

ゼムクリップを用意して、図のような形に曲げます。ゼムクリップが無い場合は、同じ 
ような折れない押す道具をご用意ください。

工具の持ち方

①�ピン、コイルばねが小さく、転がりやすいため、事前にハンカチなどを敷いてから 
作業をしてください。

②�外すバンド駒数が決まりましたら、ゼムクリップで、駒の裏面に刻印されている矢印
方向にピンを押し出してください。
* ピンが抜けない場合は、外す駒間を数回折り曲げてからやり直してください。

ハンカチまたは、布

2個以上取り外す場合は、中留めを中心に両側を各1個ずつバランスよく外してくだ
さい。
3個の場合は、12時側を1個、6時側を2個外すと時計装着の際、付けやすくなります。

③外したピン、コイルばねを紛失しないように、小皿などに置いてください。

コイルばねピンコイルばね

コイルばね

①�コイルばねをきちんと押し込み、反対側の駒をセットし、ピンを外穴から差し込み
ます。

ピンを押し込む

②�最後に、バンド駒上面より中に押し込みます。ピンが中央部にないと携帯中に外れ
る恐れがありますので、「シンプルアジャスト構造」を確認し、正しくセットしてくだ
さい。

中央にピンが来るようにする

③�長さ調整後、余った部品（コイルばね、ピン）は、保管してください。

※お買い上げいただいた商品と取扱説明書のイラストは異なる場合があります。


